別紙様式
平成23年度当初予算　支出科目　款：商工費　　項：商工費　　目：商業振興費
	事業名:　全国伝統的工芸品まつり参加費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　商工労働部　モノづくり振興課　地場産業担当　電話番号：058-272-1111（内3095）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11355@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：445千円（前年度予算額：445千円）

	事業内容


	１　事業の内容


本県の伝統的工芸品・郷土工芸品の普及啓発、需要喚起を図るとともに、消費者ニーズの把握を通じた新商品開発の促進を図るため、本県の事業者が首都圏で開催される国（経済産業省）主導による展示即売会に参加するための経費の一部を負担金として支払う。
＜展示即売会の概要（平成２２年度予定）＞
　○名　称：全国伝統的工芸品展２０１２
  ○期　間：平成２４年２月（予定）
  ○場　所：東武百貨店池袋店
  ○内　容：伝統的工芸品・郷土工芸品の展示・販売・製作実演
　○主　催：財団法人伝統的工芸品産業振興協会（以下「伝産協会」）

※経済産業省の外郭団体
　○必要経費：各県共通経費420千円 ＋ ＠370千円/小間

　○助　成：伝産協会より出展者が滞在中の宿泊費の一部に対し助成がある予定

　○本県からの出展：調整中

＜対象業種＞
本県の伝統的工芸品（国指定）　5品目（飛騨春慶、一位一刀彫、美濃焼、美濃和紙、岐阜提灯）
本県の郷土工芸品（県指定）　 48品目
	２　所要経費


　伝産協会に対する負担金等　445千円
　（内訳：　業務旅費 25千円、　負担金 420千円[各県共通経費を県で負担]）
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり                              

１　モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる。

・地域ブランドを育成する

・県産品の市場を拡大する
	２　これまでの取組状況


＜出展実績＞
Ｈ20　美濃焼、美濃和紙、岐阜提灯
　　　南濃天然木工芸(海津市/郷土工芸品)
Ｈ21　一位一刀彫、美濃焼、美濃和紙、岐阜提灯
	３　これまでの取組に対する評価


・人々の生活スタイルや嗜好の変化に伴い、本県の伝統的工芸品の需要は著しく縮小している。しかしながら、伝統的工芸品は、現在のモノづくり産業の原点であるとともに、本県の伝統や文化を他県や外国へアピールする象徴であり、失ってはならない本県の貴重な宝である。事業者は大半が中小零細であり、事業者主体で首都圏における展示即売会を行うだけの体力がないため、今後も伝産協会（経済産業省）と連携し、継続した業界支援が必要である。

・一般消費者やバイヤーも含め、国内でも最大の購買層がいると考えられる首都圏において、積極的に展示即売会に参加することにより、各事業者は、伝統的工芸品・郷土工芸品の効果的な普及啓発、需要喚起を図ることができるとともに、消費者ニーズの把握を通じた新商品開発に資することができる。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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